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第２章  青梅市の自殺をめぐる現状

１  青梅市の自殺の現状 2

(1) 自 殺 者 数の 推 移

青梅 市 の自 殺 者 数の 推 移を 、 厚 生労 働 省の 「 人 口動 態 統 計 3」

で み る と、平 成 ２ ９ 年 は ２ ２ 人と なっ てい ます。過 去 １ ０ 年間に

おける自殺者数は年間３０人程 度 で推 移し てお り、国や 東京 都と

同様におおむね減少傾向にあり ま す。  

   ま た 、男 女 比 に つ い て も 、国 や 東 京 都と 同様に 、男 性 の 自 殺者

が女性の約２倍となっています 。 （図 １か ら図 ３）  

2統 計 デ ー タ の 留 意 点
１  「 ％ 」 は 、 そ れ ぞ れ の 割 合 を 小 数 点 第 ２ 位 で 四 捨 五 入 し て 算 出 し て い

る た め 、 全 て の 割 合 を 合 計 し て も １ ０ ０ ％ に な ら な い こ と が あ る 。

２  単 年 度 で 比 較 す る と ば ら つ き が あ る デ ー タ に つ い て は 、 直 近 ５ 年 間 の

平 均 ・ 合 計 値 を 採 用 し て い る 。
3 人 口 動 態 統 計

  日 本 に お け る 日 本 人 （ 外 国 人 は 含 ま な い ） を 対 象 と し 、 住 所 地 を 基 に 死

亡 時 点 で 計 上 し て い る 。 自 殺 、 他 殺 あ る い は 事 故 死 の い ず れ か 不 明 の 時 は

自 殺 以 外 で 処 理 し て お り 、 死 亡 診 断 書 等 に つ い て 自 殺 の 旨 の 訂 正 報 告 が な

い 場 合 は 、 自 殺 に 計 上 し な い 。
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(2) 自 殺 死 亡率 の 推 移

過去 １ ０年 間 に おけ る 青梅 市 の 自殺 死 亡率 4は 、 平 成 ２ １ 年 を

ピ ー ク に 国 や東 京 都 と 同様に減少傾向にあります。  

平 成 ２ ９ 年 は 全 国 １ ６ ． ４ 、 東 京 都 １ ４ ． ６ に 対 し 、 青 梅 市

は１６．２となっています。（図４）  

4 自 殺 死 亡 率
人 口 １ ０ 万 人 当 た り の 自 殺 者 数 。人 口 動 態 統 計 に お け る 自 殺 死 亡 率 で は 、

各 年 １ ０ 月 1 日 時 点 の 人 口 を 用 い て 算 出 し て い る 。  

  人 口 動 態 統 計 に お け る 自 殺 死 亡 率 の 算 出 方 法    

自 殺 者 数  
×１ ０ ０ ，０ ０ ０ 人  

人 口（ １ ０ 月 １ 日 現 在 ） 
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(3) 性 別 ・ 年齢 別 の 特 徴   

ア  性 別 ・ 年齢 別 自 殺 者 数

青 梅 市 の 性 別・年 齢別自殺者数を厚生労働省「地域における

自殺 の 基 礎資 料 」 5の 平 成 ２ ５ 年 か ら 平 成 ２ ９ 年 の 合 計 値 でみ

ると、男性は５０歳代が１８人と最も多く、次いで４０歳代が

１５人となっています。  

ま た、女 性 は ８ ０ 歳 以 上 が １ ０人 と最も多く、次いで７０歳

代が９人となっています。  

全 体 的 に 高 齢者 層 の 自 殺 者 が多 く なっていますが、過去５年

を振り返ると若年層も一定数いることがわかります。（図５） 

5  厚 生 労 働 省 「 地 域 に お け る 自 殺 の 基 礎 資 料 」  

警 察 庁 の 自 殺 統 計 に も と づ い て 厚 生 労 働 省 が 集 計 ・ 公 表 を 行 っ て い る 統

計 資 料 。 （ 平 成 ２ ８ 年 ２ 月 ま で は 内 閣 府 が 行 っ て い た 。 ）  

本 計 画 で は 、 注 釈 が な い も の は 「 住 居 地 」 別 集 計 の デ ー タ を 採 用 し て い

る 。  

警 察 庁 「 自 殺 統 計 」  

総 人 口 （ 日 本 に お け る 外 国 人 も 含 む ） を 対 象 と し 、 発 見 地 を 基 に 自 殺 死

体 発 見 時 点 （ 正 確 に は 認 知 ） で 、 捜 査 等 に よ り 自 殺 で あ る と 判 明 し た 時 点

で 計 上 し て い る 。  
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 イ  性 別 ・年 齢 別 自 殺 死 亡率 6

性 別 ・ 年 齢 別 の 自 殺 死 亡 率 を 平 成 ２ ５年から平成２９年の

平均値でみると、どの年代でも男性の方が女性よりも高くな

っています。男性では８０歳以上が４５．７と一番高く、次

いで５０歳代が３９．６となっており、女性では、８０歳以

上が３２．３と一番高く、次いで７０歳代が２２．４となっ

ています。（図６）  

6自 殺 死 亡 率
人 口 １ ０ 万 人 当 た り の 自 殺 者 数 。 「 地 域 に お け る 自 殺 の 基 礎 資 料 」 に お

け る 自 殺 死 亡 率 で は 、 各 年 １ 月 １ 日 （ 平 成 ２ １ 年 か ら ２ ５ 年 は ３ 月 ３ １ 日 ）

現 在 の も の で 、 人 口 動 態 統 計 に お け る 算 出 に 用 い る 人 口 と は 異 な る 。
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 ウ  自 殺 者に お け る 年 齢 構成 の 比 較  

自 殺 者 の 年 齢構 成 を 全 国 、東 京 都 と比較をすると、２０歳未

満、５０歳代、８０歳以上が高い傾向にあります。（図７）  
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(4) 自 殺 者 の職 業 別 割 合  

  職 業 別 に自 殺 者 数 を み ると 、 青 梅 市 は就職していない層が７割

以上と、全国や東京都と比べ高い割合となっており、その内訳と

しては「その他無職者」が２６．３％と最も割合が高く、次いで

「年金・雇用保険等生活 者」が２５．６％、「主婦」が９．０％

となっています。（図８）  
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(5) 自 殺 者 にお け る 同 居 人 の有 無  

自 殺 者 に お け る 同 居 人 の 有 無 を み る と 、 青 梅 市 は 「 同 居 人 あ

り」が６９．２％と、東京都より高く、全国と同程度となってい

ます。（図９）  
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(6) 自 殺 者 の動 機 ・ 原 因

青 梅 市 民 の 自 殺 の 原 因 ・ 動 機 は 全 国 や 東 京 都 と 同 様 に 「 健 康

問 題 」 が ４ １ ． ４ ％ と 最 も 多 く 、 次 い で 「 経 済 ・ 生 活 問 題 」 が

１３．２％、「家庭問題」１０．９％の順になっています。また、

全国、東京都と比べて「健康問題」、「経済・生活問題」の割合

が高くなっています。（図１０）  
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(7) 自殺の企図場所・手段別自殺者の状況

  ア  自 殺 の 企 図 場 所

  青 梅 市 の 自 殺 者 に お け る 自 殺 の 企 図 場 所 は 「 自 宅 等 」 が    

５ ４ ．９ ％ 最 も 高 く な っ て いま す 。また、「海（ 湖）・河川等」

は１２．８％と全国、東京都と比較して高い割合になっていま

す。（図１１）
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 イ  自 殺 の企 図 手 段

青 梅 市 の 自 殺 者 に お け る 自 殺 の 企 図 手 段 は 「 首 つ り 」 が    

５ ７ ． ９ ％ と最 も 割 合 が 高 くな っ て います。また、全国、東京

都と比較して、「飛び降り」が２２．６％と高い割合となって

います。（図１２）
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(8) 自殺者の自殺未遂歴の状況  

自殺者のうち、「未遂歴あり」は１８ .０ ％と な っ て お り 、 全

国 お よ び 東 京都 と比較して若干低い割合となっています。  

（ 図 １ ３ ）  
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(9) 住居地・発見地別自殺者数の比較  

ア  住 居 地 ・発 見 地 別 自 殺 者数  

青 梅 市 民 の 自殺 者 数 で あ る「 住 居 地」自殺者数と市内で発見

された自殺者数である「発見地」自殺者数の推移をみると、「発

見地」が、「住居地」よりも多い傾向にあります。平成２９年

は「発見地」４０人に対し「住居地」２６人でした。この数値

は外来者の自殺が多いことを表しています。（図１４）  
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 イ  住 居 地・ 発 見 地 別 自 殺者 の 自 殺 企 図 場所  

自 殺 の 企 図 場 所 別 に 「 住 居 地 」 と 「 発 見 地 」 を 比 較 す る と 、

どちらも「自宅等」、「海（湖）・河川等」の順に割合が高く

なっていますが、「海（湖）・河川等」については、「住居地」

１ ２ ． ８ ％ に 対 し 「 発 見 地 」 ２ ２ ． ８ ％ と 大 き く な っ て お り 、

外来者の自殺企図場所が河川（橋りょうからの飛び降りを含む）

であることが推測できます。  

（ 図 １ ５ ）  
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２  ストレスに関する市民意識調査

複雑・ 多様 化 した 現代 社会 で は、 常 に 多く の スト レ ス にさ ら され

ています。ストレスそのものを なく す こと は困難 で あり 、上手 な対

処方法を身につけ、周囲との交 流や サ ポー トを通 じ て、 「ここ ろの

健康」の維持 が必要なこと から 、青梅 市 では 健康増 進 計画 にお いて、

「ストレスを感じている人」や 「悩 み や心 配事等 を 誰に も相談 しな

い人」を減少させることを目標 とし て 、様 々な取 り 組み を行っ てい

ます。

本計画では 、自殺者数に 関する統 計デ ータ だけ では なく 、第３次

健康増進計画策定時の市民意識 調 査 7において行 ったストレスに関 す

る 調 査 の結果（平成２６年２月 実施 ） も併 せて、 今 後の 市の自 殺対

策に役立てていきたいと考えて いま す 。  

7 第 ３ 次 健 康 増 進 計 画 策 定 時 の 市 民 意 識 調 査

  平 成 ２ ６ 年 ２ 月 、 次 期 計 画 の 策 定 の 資 料 と す る た め に 実 施 。 調 査 対 象 者

数 は 、 １ ８ 歳 か ら ７ ９ 歳 の 市 民 ２ ， ０ ０ ０ 人 、 有 効 回 収 票 数 は ７ ５ ２ 人 で

あ っ た 。

  本 計 画 で 参 考 に し て い る 「 ( 1 )ス ト レ ス が あ っ た と き の 対 処 法 」 は 、 上 記
調 査 に て 「 こ こ 1 ヶ 月 、 不 満 、 悩 み 、 苦 労 な ど に よ る ス ト レ ス が あ り ま し
た か ？ 」 と い う 問 い に 「 は い 」 と 答 え た 人 （ ４ ８ ２ 人 ） に 対 し て ス ト レ ス

の 対 処 法 を 聞 い た も の で あ る 。
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(1) ス ト レ スが あ っ た と き の対 処 法  

「テレビを見る、音楽を聴く」（４６．１％）という答えが

最も多く、「悩みを誰かに聞いてもらう」、「趣味を楽しむ」

が３０％台で続いています。なお、「特にない」は１．９％と

なっています。

(2) ス ト レ スを 抱 え た と き 、気 軽 に 相 談 できる相手  

「家族」（５８．５％）、「友人・知人」（５６．６％）と

いう答えが過半数と多く挙げられています。一方で、「誰にも

相談しない」が１０．５％となっています。  

11.0%

7.3%

7.1%

4.4%

1.9%

0.0%

12.9%

24.3%

25.9%

26.3%

29.0%

33.4%

36.5%

46.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

テレビを見る、音楽を聴く

悩みを誰かに聞いてもらう

趣味を楽しむ

楽観的に考える

自分で解決する

食べる

我慢する

飲酒 

運動する

たばこを吸う

その他

病院などの専門機関に相談する

特にない

無回答

総数：482

0.0%

10.5%

0.9%

1.3%

4.3%

6.4%

11.0%

56.6%

58.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族

友人・知人

職場の上司・同僚 

医師

その他

相談機関（相談員等） 

保健所・健康センター 

誰にも相談しない

無回答

総数：752
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(3) ま と め  

ス ト レ ス が あ っ た と き の 対 処 法 と し て ３ ６ ． ５ ％ の 人 が 「 悩

みを誰かに聞いてもらう」と回答し、気軽に相談できる相手とし

て「家族」、「友人・知人」が多くを占めています。

しかし一方で、１０ .５ ％ の人 が 「 誰 に も 相 談し な い 」 と回答

しています。  
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３  青梅市の自殺の特徴と課題

  自 殺 の 背景 に は 精 神 保 健上 の 問 題 だけ でなく 「 病気 の悩み 等の

健康問題 」、「 多重債務 等 の経 済 問題 」 、「 介 護や 子育 て 等の 家

庭問題」 といっ た様々な 要 因が あ り、 そ の原 因 を単 純化 す るこ と

はできな いと言 われてい ま す。 ま た、 自 殺の 多 くは 追い 込 まれ た

末の死で あり、 防ぐこと の でき る 社会 的 な問 題 です 。そ の ため 、

様々な課 題に対 して保健 ・ 医療 、 福祉 、 教育 、 労働 、そ の 他関 連

施策と有機的な連 携を図り自 殺者 の減 少に努 めることが必要 です。

前述の統 計デ ー タによる と、 青 梅 市 の自 殺 者数 は年 間 ３ ０ 人程

度で推移 してお り、年代 別 の状 況 とし て は、 自 殺者 数で は ４０ 歳

代や５０歳 代 が多 く、自殺 死 亡率 では８０歳 以上 の高 齢者が高く、

また、自 殺者に おける年 齢 構成 割 合で は 、東 京 都や 国と 比 較す る

と２０歳 未満も 多くなっ て いま す 。そ の ため 、 各年 代に 対 し、 そ

れぞれが抱える要因に沿っ た支 援を 行う ことが重 要で す。

また、青 梅市 の 自殺者を 職業 別 に み ると 、 就職 して い な い 者が

全体の７ 割以上 を占めて お り、 高 齢者 が 多い た め「 年金 ・ 雇用 保

険等生活 者」の 割合が高 い 傾向 に あり ま すが 、 「無 職者 」 、「 主

婦」、「失業者」も高くな って いま す。

さらに、 青梅 市 の自殺者 のう ち ６ ９ ．２ ％ が「 同居 者 あ り 」と

いう状況の一方で、「ここ ろと 健康」に 関す る市 民調 査結 果 では、

１０．５％の人が「悩みを誰に も相 談し ない」と 回答 して い ます。

そのため 、悩み を気軽に 相 談で き る各 種 窓口 の 周知 徹底 が 必要 で

あることがわかります。

また、 本 計画の 策定にあ たり 、 国 か ら提 供 さ れ た「 地 域 自 殺実

態プロファイル 8」では、青 梅市 の課 題と して「 高齢 者」、「 生活

困窮者」、 「無職者・失 業 者」 への 対策 が挙げら れて いま す。

このよう な デ ー タから 、 青梅 市 の課 題を 整 理し 、以 下 の よ うな

対策を重点 的に推進して い きま す。

8地 域 自 殺 実 態 プ ロ フ ァ イ ル
国 が 、自 殺 総 合 対 策 セ ン タ ー に お い て 作 成 し た 各 都 道 府 県 ・ 市 町 村 の 自 殺

の 実 態 を 分 析 し た も の 。
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■  子 ど も ・若 者 対 策

２ ０ 歳 未 満 の子 ど も ・若者世代はそのライフステージ（学校

の各段階）や立場（学校や社会とのつながりの有無等）ごとに

置かれている状況は異なっており、自殺に追い込まれている事

情も異なっていることから、それぞれの置かれている状況に沿

った対策が必要です。

 ■  高 齢 者対 策

高 齢 者 は 、 身体 機 能 の 低下や親しい人との死別等から閉じこ

もりやうつ状態になりやすいといった特徴があるため、多様な

背景や価値観に対応した支援や働きかけを行う対策が必要です。

 ■  無 職 者・ 失 業 者 ・ 生 活困 窮 者 対 策

働 き 盛りの４０歳代 、５０歳代の「無職者・失業者」や「生

活困窮者」は、経済的な問題だけでなく、傷病や障害、人間関

係といった経済的なもの以外の問題を抱えていたり、その背景

に虐待や性暴力被害、依存症等を抱えていたりする場合があり、

社会的に排除されやすい傾向にあります。

自殺リスクの高い人 たちであることを認識した上で、経済的

な問題だけでなく、その背景も踏まえて本人が抱えている問題

を把握し、効果的に対応できるような対策が必要です。

■  自 殺 手 段・ ハ イ リ ス ク 地 9対策

青 梅 市 は 、 外 来 者 が 多 く 、 そ の 自 殺 企 図 場 所 を み る と 、 国 、

東京都と比較して「海（湖）・河川等」の割合が高く、自殺の

ハイリスク地となっています。自殺の手段としては、関係機関

から河川にかかった橋りょうからの飛び込みが多いとの指摘も

9 ハ イ リ ス ク 地  

  自 殺 多 発 地 の こ と 。 東 京 都 地 域 自 殺 対 策 強 化 事 業 実 施 要 綱 で は 、 ① 「 比

較 的 立 入 が 用 意 な 一 般 の 公 共 の 場 所 で あ る こ と 」 、 ② 「 自 殺 の 場 所 と し て

利 用 さ れ や す く 、 そ の よ う な 場 所 と し て 知 ら れ て い る こ と 」 、 ③ 「 一 定 期

間 に お い て 、 当 該 場 所 で 発 見 さ れ た 自 殺 者 ま た は 自 殺 企 図 者 が 複 数 人 い る

こ と 」 と し て い る 。
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あります。そのため、外来者の自殺防止を進めるハイリスク地

対策は重要であると考えています。  


